
高等学校学習展開例
発信する・行動する

　部落差別解消推進法の基本理念を踏まえ、
差別のない社会を実現するために、 自分に何
ができるかや、 一人一人どのような行動が求め
られるのかについて自分の考えを発信する。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　「水平社宣言」 や 「部落差別解消推進法」 の目的や基本理念を学ぶことを通して、 差別をなくす意

義や価値について考え、 人間の尊厳や価値を認識し、 自他の価値を尊重する態度を育てる。

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　めあてを把握する。

・ ありのままでいられない社会があること

〇　高校生用学習資料の表紙を読み、 「ありの

ままの私って何だろう？」 と問い、 めあてに

つなげる。

※　「ありのままの私でいられない社会」 と 『あ

おぞら２』の「一番分かってほしいこと」の「差

別があるから語れない」 ということをつない

で考えさせると効果的である。
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２　差別をなくすための取組について考える。

（1） 「水平社宣言」 について確認する。

・ 日本最初の人権宣言と言われていること

・ 「水平社宣言」 に込められた思い

・ 全国水平社の創立の背景

○　高校生用学習資料の 「差別をなくすため

には」 を読んで、 大正 11 （1922） 年の

全国水平社創立大会で採択された 「水平社

宣言」 が日本で最初の人権宣言といわれて

いることを説明する。

★１　「水平社宣言」 の原文を活用する際に留

意すること （P.49） を参考にする。 以下は、

現代語訳を活用した場合

※　「水平社宣言」 は、 「被差別部落に同情し

たり、 差別の原因を被差別部落側に求め

たりする従来の活動では差別はなくならな

い。」 ことを提起し、 「被差別の私たち自身

が立ち上がって、 人間の尊厳と平等を社会

全体に訴えよう。」 と呼びかけていることを

伝える。

○　明治政府が 「解放令」 で身分制度を廃止

したが、 部落差別は根強く残っていた事を

おさえて、 差別に立ち向かおうとした青年

たちが中心となって。 「全国水平社」 を創立

したことを伝える。
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 めあて　「ありのままの私」 でいられる社会をつくるために、 差別をなくすための取

組や法 ・ 条例の意義や価値について考え、 学校生活の中で自らが大切にした

いことを考えよう。

校種/教科等 高等学校　特別活動

対象学年 ―

人権教育を通じて育てたい資質・能力の分類

価値的・態度的側面

①人間の尊厳・価値の尊重、自己尊重の感情
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（2） 「水平社宣言」 を読んで、 キーワードと思

う箇所に下線を引く。 その後、 グループで意

見交流する。

【キーワードの例】

・ 「人間を尊敬する事によって」

・ 「人の世に熱あれ、 人間に光あれ」

・ 「人間を勦
いたわ

る事が何であるか」 ( 原文 )

・ 「吾々がエタである事を誇り得る」 ( 原文 )

（3） 「水平社宣言」 に込められた思いについて

振り返りながら、 現在の部落差別について考

える。

３ 「部落差別の解消の推進に関する法律」 の意

義や意味について確認する。

・ 現在も部落差別が存在すること

・ 情報化の進展等によって、 新たな人権問題

が生じていることが法律制定の背景にある

こと

・ 日本国憲法の理念にのっとり、 部落差別は

許されないものであることが法律に示され

たこと

４　部落差別のない社会を実現するためには、

一人一人に何ができるのか考える。

○　教師が宣言 ( ※現代語訳 ) を音読し、 気

になった言葉や心を動かされた箇所 ( キー

ワード ) に下線を引かせ、 その理由を班で

意見交流を行い、 まとめさせる。 また、 大

事だと思った理由を説明させる。

例

・ 一人一人の人間はかけがえのない存在だか

ら

・	あらゆる差別のない社会の実現に向けた熱

い思いと望みを胸にみんな一緒に取組もう

・ 同情や哀れみで差別はなくならないことを

分かっている

・ 差別される痛みを知っている私たちだから

こそ、 人を尊敬する大切さがよく分かって

いる事を誇りに思う

〇　自らを傷つけ、 苦しめてきた言葉を敢えて

使用した宣言は、 被差別の立場を生きる人々

を勇気づける宣言として、 様々な人権課題にお

いて苦しむ人々にとっても大切なものになった

ことをおさえる。

★２　部落差別解消推進法第六条に基づいた部

落差別の実態に係る調査結果 ( 令和 2 年 6

月 ) 

・ 「部落差別の解消の推進に関する法律」（条

文）

・ 「部落差別の解消の推進に関する法律」 啓

発ポスター （福岡県）

※　条文の 「現在も部落差別が存在する」 「情

報化の進展に伴って部落差別に関する状況の

変化が生じている」 に着目させたり、 解説し

たりして、 法律が制定された背景をおさえる。

※　「部落差別」 の名称を冠した初めての法律

であること、 また、 「部落差別のない社会を

実現する」 ことが法律の趣旨であることを伝

える。

※　他の教科と関連させながら、 インターネット

上の差別情報等に対しては、 許せないという

態度を育てていく。

☆　教師自身の部落差別に関する出会いや体験

を踏まえ、 授業者の思い等を語ると効果的で

ある。 （P.49）
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5　本時の学習を振り返る。 ○　本時を振り返り、 全ての人が 「ありのまま

の私」 でいられる社会をつくるために、 自身

が生活を送るうえで大切にしたいことを書か

せる。 さらに、 全体交流で共有してもよい。
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